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ワークショップについて
□ワークショップ（WS)とは

本来「作業場」や「工房」を意味し、参加者が様々なテーマについて体感しなが
ら、その解決等に必要なスキルとその基礎となる考え方（マインド）体感的に習
得しつつ、共同作業によって解決策等を作りあげる手法として広く活用されてい
ます。参加者は、一連の共同作業を通じてその解決策等を共有し当事者となりま
す。

例えば）地域づくり 災害避難行動の定着 環境問題解決 医師の患者対応・・・
その他にも音楽や絵画、舞台等の芸術分野でも活用

□課題解決の「社会技術」

そもそもＷＳは社会技術で工学的要素をもちます。「社会技術」とは、社会の

多様な課題解決に向けた取り組みを支援する技術です。

□高度化した技術や制度を社会への適用

そのためには、参加のハードルを下げる道具立て(仕組み)として社会技術の一つ

であるＷＳは有効です。
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〔WSプログラム支援カード〕

ＷＳスタイル[対話・引き出し・まとめ]
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下図例）千葉県船橋の三番瀬の保全・開発のシナリオ
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シナリオ提供
対話法

課題対応に軸を設
け、将来のシナリ
オを個人の生活レ
ベルで絵を交え具
体的に作成します。

そのシナリオを
ベースに取るべき
対応の方向を選
択し、修正点など
を加えていきます。
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〔WSプログラム支援カード〕

ＷＳスタイル[対話・引き出し・まとめ]

地域点検＆
ビジョン描写法

予測される地域の将来
像や地域のビジョンを話
し合った要素を重ね図と
文字で表現します。

そのために、参加者によ
る地域点検WS(お宝探し
＆危険チェック）を地図
やインスタントカメラなど
をもちながら行い、みん
なで取りまとめます。



〔WSプログラム支援カード〕

ＷＳスタイル[対話・引き出し・まとめ]

下図例）山口県柳井市での資源活用WS
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カード
マッチング法

歴史・景観、食材、人
材、その他の情報を
カード化し見える化し
て、商品開発やイベン
ト企画、その他の対応
策を作ります。

具体化はフォームに
書き入れ、不足部分
を補足します。



〔WSプログラム支援カード〕

ＷＳスタイル[対話・引き出し・まとめ]

付箋＋ＫＪ法
広くWSその者と思われ
ている手法です。

参加者によっては不向
きなところもありますが、
上手なファシリテーター
（進行役）の確保によっ
て成立します。

ファシリテーターには、
学習と経験が必要です。
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〔WSプログラム支援カード〕

道具・備品環境

ホワイトボード
参加者が顔をあげ、同じ

向きから見て情報が共

有できます。

意見をすぐにボード上に

反映できます。

書記役は進行役として

学習と経験が必要です。
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〔WSプログラム支援カード〕

道具・備品環境

インスタントカメラ

スマホ＆
スマホ対応プロジェクター

映像・画像
（パワポ・ネット等）
情報を視覚的に共有
したり、情報を記録・
拡張することに有効
です。

地域点検の写真
データなどもすぐに
反映できます。

ドローンの活用は注
目
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〔WSプログラム支援カード〕

道具・備品環境

罫線入り付箋／方眼付箋

文字の大きさを調整でき、

全体の取りまとめが容易

方眼は図を描くにも便利

貼ってはがせる
ホワイトボード

丸めて持ち運べ、プロジェ
クターのスクリーン代わり
にも
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〔WSプログラム支援カード〕

ＷＳ資料：地図・農地図

農地・世帯・道路・公共施設等の略地図 1/2万5000図面

集落点検や情報の確認・書き込みには必須です。
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〔WSプログラム支援カード〕

ＷＳ資料：航空写真等

地域の鳥瞰データ

グーグル、ヤフー等の
ネットを通じて確認できま
す。

また、ドローンの活用に
より、ライブ映像での確認、
鳥瞰デジタル情報の取得
なども可能となります。
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〔WSプログラム支援カード〕

ＷＳ資料：世帯配置図

世帯状況
（模式図ポンチ絵）
住宅配置図（手書きで可）に
世帯状況を載せる

は他出の家族

世帯配置と世帯情報
（世帯構成・年齢、その
他）を地図ではなく、略
図、模式図で表した紙
ベースの資料

これがあると、地域を
支える「世帯のチカラ」
の状況を確認し、今後
をシミュレーションする
ことができます。
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〔WSプログラム支援カード〕

ＷＳ資料：行政資料

□補助事業等の分かり
やすいポンチ絵など
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活用できる補助事業等の

「一覧」や

「事業イメージ図」が

直感的に理解できる

簡略なイラスト・ポンチ絵が

あると具体的な適用まで

イメージが広がります。



〔WSプログラム支援カード〕

ＷＳ資料：画像・映像、文献
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生かしたり、活用したりする地
域資源が一覧になっていると

活用イメージが広がり、具体
的な適用まで考えられます。

できれば、絵やイラストを含ん
だカード化ができていると、そ
の効果は絶大です。

また、そのカード化作業を
ワークショップとして行うことも
アイディアです。

地域資源
□食
□歴史文化暦
（農事暦・行事歴）
□人財



シナリオ・プランニング

シナリオ作りワークショップ

ねらい
 参加による当事者づくり

 訪問対話調査はミニワークショップ

・シナリオ・プランニングは、

地域づくりの共通のことば・イメージな

どの学習効果を提供します。

また、地域づくりの参加者・当事者とし

ての意識を醸成します。

 シナリオ・プランニング⇒[地域戦略／
地域ビジョン]という展開になります。

 訪問対話＋全体検討会の展開

シナリオ作りワークショップ

手法
 予測ではなく「シナリオ」です。

 「シナリオ」であり「夢」ではありません。

 確定要素＋不確定要素を注意深く考
察・分析します。

 「地域戦略＝地域ビジョン」を構築しま
す。

 「不確定要素への働きかけ」戦略を大
切にチャレンジします。

 「地域資源（地域コンピタンス）」の活
用戦略です。

 地域と個人の将来の具体的暮らしの
様子を鮮明にイメージングします。
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調査・分析からの判明要素

地域将来ビジョンの方向性を決めるた
め、

①地域の状況として

「予め決まっている要素やトレンド」

「不確かな要素」

「不確定要素への働きかけ」

②「地域資源（地域コンピタンス

：地域の強み）」の活用戦略を立てる

③将来の姿を決定する分かれ道を

見つけて資源を集中する

④地域と個人の将来の具体的な暮らし

の様子を鮮明にイメージングする
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①

□決定的な要素

○人口減少 ○少子・高齢化 ○空き家の
増加 ○聖和小学校の閉校
□不確かな要素
○聖和小学校の閉校後活用
○他出子弟との関係性 ○I・J・Uターン者
○地域と連携・協働する地位内外の個人や
団体・企業等
○公的財政支援

②

○食の生産力他の農的資源や自然環境
○地域づくりの蓄積
○買い物・医療機関までの近さ(クルマで10
～20分)
○連携・協働の関係機関
○旭川空港 ○旭川医科大学

③ ○地域内人材・グループの発掘と支援
○地域外人材の流入・獲得と協働



未来（聖和・西神楽地域の展開戦略）を左右する“分
かれ道”になるような要因を見つける

• 相当程度知的な予測可能な要素

• 例）人口動態／人口減少・高齢化

• 不確かなことの中で組織（地域）にとって

特に重要なものとそうでないもの

潜在的に大きなインパクトをもつ出来事は

何？

※他出子弟の動向

★「分かれ道要因」を多く出し、

最もインパクトのある２つを抽出し、

２軸による４つの象限（シナリオ）をつくり、

時間軸に貼りつける

• いつ どこで だれが 何を どのように

高
あらかじめ決
まっている要
素／トレンド

⇒人口減少・
高齢化

未来を左右する「分かれ
道」となるような要素⇒他
出子弟・IJUターン／地域
の活躍・支援団体・ルー
プ・会社／地域外の交
流、連携・協働の個
人・企業等
／公的財政支援

潜
在
的
影
響
の
大
き
さ

二次的な要素

低 確か 不確か
【低) 不確かさ 高】
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未来（聖和・西神楽地域の展開戦略）を左右する“分かれ道”になるような要因

□他出子弟・IJUターン □地域外の多様な個人・企業・団体等との連携・交流、交流
□地域の活躍・支援する団体・グループ・会社 □公的な地域支援の拡大

□

今後の聖和・西神楽地域の展開戦略
シナリオ制作

公的支援

固
定
人
材

プ
ラ
ス
流
入
人
材

地域の自助

シナリオ・ゼロ

特に何もしない

 固定人材＋公的支援

シナリオ１：専門家が公的支援で

 プラス流入人材＋公的支援

シナリオ２：多様な人材が公的支援で

 プラス流入人材＋地域の自助

シナリオ３：多様な人材で自力攻勢で

 固定人材＋地域の自助

シナリオ４：専門家が自力攻勢で
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活躍す る人材

主
要
な
促
進
力 シナリオ３

多様人材で
自力攻勢で

シナリオ２
多様人材が

公的支援で

シナリオ１
専門家が

公的支援で

シナリオ４
専門家が
自力攻勢で


